
 

 

    

    

 

 

 

 

 

携帯電話をはじめとする移動通信システムは、まさに日進月歩の勢いで

急速に進化しています。毎日のように新しい機能が加わり、新サービスが

始まる移動通信システム。数年後には、一体どんな進化をとげているので

しょう。今よりもっと便利になった世界で、人々はどんな暮らしをしてい

るのでしょう。少しだけ覗いてみたいと思いませんか。ここに、空想のタ

イムマシンをご用意しました。今より少しだけ未来の様子を見に出かけま

しょう。 

 

ここはおよそ今から数年後の近未来。２００X 年。 

 

郊外の林から、子供達の元気な声が聞こえてきます。 

 

 

 

 

 

新世代移動通信システムの利用シーン 



 

1 教育＋芸術・科学 

 

＜久保の木小学校 6 年 3 組、未来 将君のある日・学校編＞ 

 

僕達の小学校と北京の和平（ワンフー）小学校は、国際ネットクラスです。今

日は、待ちに待った 6 年生の理科の共同授業。みんながそれぞれ腕時計型の携

帯端末をつけ、林の中で見つけた昆虫を内蔵カメラで写して送り、情報交換す

るんだ。自動翻訳機もついているから、言葉の方も心配ないよ。 

 

将「劉君、日本のカブトムシはこんな形だよ。中国にもカブトムシはいるの？」 

劉「カブトムシは同じみたいだね。あ、見たことのない蝶がとまってるよ。将

君も見て！」 

将「何だろう。昆虫センターのおねえさんに聞いてみよう。」 

僕は、さっそく昆虫センターに劉君から送られてきたデータを転送しました。

昆虫センターには世界の昆虫についてのいろいろなデータがあって、情報もも

らえるから、とても便利なんだ。 

昆虫センター職員「う～ん、センターのデータでは検索できなかったわ…。待

ってて、いま研究所の林先生に聞いてみるから。」 

林先生「これは驚いた。新種の蝶だ。君たち、大発見だよ！」 

研究所の先生も太鼓判を押してくれた。やった！ 僕達の国際ネットクラスから、

世界の大発見だ！ 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「新しい端末のおかげで、外国の友達と一緒に

授業ができるようですね。わからないことをすぐに調べたり、子供の小

さな発見でも瞬時に専門家のもとに情報として届けられる、など、ネッ

トワークが充分に活用されているようです。そんな情報から新発見も

次々と生まれるようになりました。 

 

将くんは、特別授業が終わって、今日は早く家に帰ったようです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

2 エンターテインメント 

 

＜未来 将君のある日・家庭編＞ 

 

学校が午前中で終わりだったので、家に帰って昼ご飯を食べていたら、パパか

らメールが入りました。昨日、“モバイル侍２”で僕に負けたから、昼休みにも

う一回勝負だって。すぐに OK のメールを送りました。 

ネットワーク上のデータベースからゲームソフトを選び、僕は急いで専用ゴー

グルとアクセサリーをつけました。いよいよ対戦開始です。 

将「ほら、パパ。もっとすばやく手を振り上げて。足も速く動かさないと、パ

パのおさむらいが速く走れないよ。」 

パパ「ふぅ。これは、結構運動になるなぁ。…あっ!!」 

将「…また僕の勝ちだね。」 

昼休みが終わったパパと、夜、闘いの続きをする約束をしてから、僕はそのま

まミュージックネットにつなぎました。なんだか聞いたことのある音楽なので、

お姉ちゃんに尋ねたら、ママがいつも鼻歌で歌っている曲でした。ママの青春

時代に流行ってたらしい。ダウンロードボタンを押して取っておくことにしま

した。 

お姉ちゃんは、今、映画に夢中。どんな映画でも５～６分でダウンロードでき

るから、毎日、観ています。ママが「少しは勉強しなさい」って言ったら、「映

画は人生の勉強になるのよ」だってさ。 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「離れたところにいる人と一緒に楽しめるネット

ワークゲーム。なかなか楽しそうですね。また、映画や音楽などの様々

なソフトは、すべてネットワーク上に整理されて管理されています。い

つでも好きなときに、料金を気にしないで利用することができるので、

ダビングをしたり、あるいは店でソフトを購入する必要も徐々になくな

ってきているようです。 

 

今度は、ビジネスシーンでの利用の様子を見てみましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

3 ビジネス利用 

 

＜内田建設株式会社・営業・建馬氏のある日＞ 

 

今日は、担当するビルの工事現場へ足を運んだ。現場監督の壷井さんが、先日、

設計変更になった部分について細かい確認をしたいというのだ。私の持ち物は、

この端末１つ。壷井さんと一緒に問題の現場へ足を運び、端末をはさんで頭を

つきあわせた。この大型商業ビルのすべての図面は、常にアップデートされて

ネット上のサーバに置かれている。必要な部分は、瞬時に手元の端末で確認す

ることができる。膨大な紙の設計図の中から、目当ての図面を探し出すのに四

苦八苦していた頃が夢のようだ。 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「この端末は、大学の研究室でも使われていま

す。研究室のサーバへは声紋認証でしかアクセスできないので、セキュリ

ティ的にも大変すぐれています。ちょうど今、電信大学の中西教授が未発

表の研究成果を香港の国際学会で発表していますが、データ資料はすべて

この端末を使って研究室のサーバ経由で引き出し、直接、会場のプロジェ

クターで映写しています。 

 

移動体通信は高度なセキュリティシステムが施され、また膨大なデータで

も高速通信が可能なため、他にも、社外での営業支援、プレゼンテーショ

ンなど、ビジネスの様々な場面で活躍しているようです。 

 

ところで、将君はどうしているでしょう。どうやら今日は、運動会のよう

ですね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

4 ビジュアルコミュニケーション 

 

＜将君の運動会――レポーター・ママ、大活躍＞ 

 

今日は、将の運動会。「僕が徒競走で一着になるところを、パパとおばあちゃん

達にも絶対に見せてね」と張り切って出かけて行きました。私も遅れないよう

に携帯を手に小学校へダッシュ！  

将は、宣言どおり大活躍。大声援の中を、ゴールに向かって先頭を切って走っ

て行きます。その姿を画面で確認しながら、携帯端末にしっかりと収める私。

途中で、アナウンサーよろしく中継も入れてみました。サーバにアクセスした

まま収録したこの映像と音声は、まさに今、リアルタイムでニューヨークに出

張中のパパと、田舎に住む私の両親のもとへと送られているのです。 

家に帰ると、早速パパとおじいちゃんからメールが入っていました。「将、カッ

コよかったぞ。パパも鼻高々だ。」「将君、よくがんばったね。おばあちゃんと

一緒に見せてもらったよ。」 

それでは、私も携帯をテレビにつないで、息子と一緒にその勇姿をもう一度観

賞するとしますか。 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「撮った映像を、リアルタイムで複数の遠隔地へ

送れる。これが、移動通信システム端末の最大の強みの一つです。もちろ

ん、映像は保存したり編集したりすることもできます。 

 

さて、ニューヨークへ出張していたパパは、もう日本に戻っているようです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

5 就労 

 

＜将君のパパの一日＞ 

 

商社勤めの私にとって毎日の仕事に欠かせないのが、この携帯電話です。今で

は仕事先へ外出する時の持ち物が、これ１つということも珍しくありません。 

例えば電車で移動する場合、ホームに出入りするときに改札機に近づけるだけ

で、携帯が切符の代わりをしてくれます。料金は、後で一括引き落とし。また、

移動中はメールのチェックをしたり、携帯ＴＶとしても利用できるので、地上

波デジタルＴＶでニュースや株価情報をチェックします。仕事先では、あらか

じめサーバに上げておいた資料を携帯に引き出し、商談に役立てています。帰

宅時には、気になるＴＶ番組を携帯で見て、同時に携帯から予約を入れ、家に

帰って続きを見たり、その時に保存していた番組情報をＴＶに送信して、ゆっ

くり大きい画面で楽しんだりします。TVを見るときは、もちろん携帯がリモコ

ン代わりに…。私の場合、通勤時、仕事時、プライベートタイム、とシーンに

合わせてモードを切り替え、１台の携帯端末をあらゆる場面でうまく使いこな

しています。 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「こうして携帯端末の機能が増え、利用する場

面が多くなってくると、ボタンや使用方法が複雑になりそうなものですが、

使い勝手は意外にもシンプルなままです。それは、利用目的に応じてモー

ドをカスタマイズすることができるからです。さすが、将君のパパ、端末

と付き合うコツを心得ていますね。 

 

パパの会社に入社してきた OL のさちこさんも、なかなか上手に端末を使

いこなしているようです。さちこさんの様子を見てみましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

6 モバイル EC 

 

＜OL さちこさんのモバイル・ショッピング・ライフ＞ 

 

朝の通勤時間も、OLの私にとっては大事な情報収集の時間。今朝も、大好きな

“あらいなぎさ”が新発売のリップスティックのポスターに出ているのを発見

した。色もきれいだし、ツヤがあってのびもよさそうなリップスティック。早

速、携帯内蔵のカメラでカシャ！ そのままセンターに送って注文した。このデ

ジショップシステムを利用するようになってからメーカーや品番をメモする必

要がなくなったので、とっても楽ちん。手早くショッピングできてしまう。そ

もそも、お店に行く必要さえないんだから。あらいなぎさのポスターは、セン

ターとデジタル連携していたので、新発売なのに特別セール価格でゲットでき

た。朝から得した気分。 

お昼休み、一緒に食事した友達が、バッグの中から新しいマシンを取り出した。

手のひらサイズのかわいいコンパクトデジタルTV。「ふーん、また小型化が進

んだのね。」「でも、映像はすごくきれい。」「残業で連ドラに間に合わない

ときも、電車の中でヘッドホンつけて見られるから、すっごく便利よ。」なん

だか私も欲しくなってきちゃった。早速、携帯のカメラでカシャ！ とりあえず、

お値段とスペックをセンターから送ってもらうことにした。ボーナスは、まだ

少し先なんだから。 

夜、ファッション雑誌をめくっていたら、ちょうどイメージしていたとおりの

靴を発見！ カシャ！ 今日はずいぶんお買い物をしてしまったみたい。ちょっ

と利用状況をセンターでチェックしておこう。決済は自動で済んでいるけれど、

使いすぎだったら、キャンセルしないと。あ～あ、早くボーナス欲しいなぁ。」 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「おやおや、さちこさん、いくら便利だからっ

て使いすぎはいけませんよ。それにしても通信販売システムもずいぶん進

んだようですね。写真や実物の映像を端末経由で送るだけで商品が認証さ

れ、直接オーダー画面が転送されてくるのです。街中どこでもカタログ、

とも言えるわけですね。 

 

人の暮らしは、年齢や性別、また個性などによって、みんな違うものです。

この時代、多くの人がそれぞれ自分にあった使い方で携帯端末を利用して

います。次に、生活シーンでの端末のいろいろな使い方を見てみましょう。」 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

7 生活 

 

＜高額決済に利用――会社役員・豊氏の場合＞ 

待ちに待った新車の納車日。車両代金と引き換えに、ついにあの最高級車

“ゴールデン”のハンドルを握る日が来た。決済方法は、迷わず携帯端末か

らと決めた。高額の現金を持ち歩くのは、あまりに危険だし、銀行振込み

は面倒だ。携帯からの振込みの場合、個人認証は瞳の網膜によって行われ

るので、セキュリティ面でもまず心配ない。携帯を右目に当てて、支払い

完了。まもなく“ゴールデン”がやってくる。 

 

＜ロボットを制御――入院中の熟年・山本アキラさんの独り言＞ 

足を骨折してしまったので病院のベッドから、まだ動くことができない。

のどが渇いたので携帯端末を使って“マリア”にお茶を持ってきてもらうこ

とにした。マリアは簡単な介護ができる看護婦ロボット。「おーい、お茶持

ってきておくれー。」端末を通して私の声だと認識したらしく、ほどなくマ

リアがお茶を持って現れた。ありがとう、マリア。でもどんなに便利でも、

やっぱり看護婦さんは人間の方がいいなぁ。 

 

＜予約からチケット代わりにも――グルーピー・有紀さんのコンサート事

情＞ 

私、人気アイドルグループ”ＭＡＰＳ”の大ファン。今日は待望のコンサー

ト。ドームの入り口は既に開場前からファンの女の子（ライバル）たちの

熱気で盛り上がっている。今日のチケットは、何週間も前に携帯電話を使

ってゲットしました。と言っても、チケットそのものがあるわけではない

の。データとして携帯端末に送られてきているだけ。入場するときは、携

帯端末を入り口の機械にかざすだけでいいんだ。チケットを持たなくても

いいから、なくすこともなくて、本当に安心で便利だわ。ついでにこのデ

ータチケットでテルヤの楽屋に入れたら、もっと満足なのに…！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

＜ダウンロードで時間差 TV 観賞――大学生・智有君の時間の有効活用方法＞ 

間もなくＦＩＲＡ ＣＵＰの決勝戦、日本対ブラジルの開始時間だ。だけど僕は、

こういう時に限っていつも運が悪い。今から家庭教師のアルバイトだ。仕方が

ないのでネット TV から携帯端末にダウンロードして、帰りの地下鉄の中でゴ

ールシーンを楽しもうと決めた。勉強を始めると、生徒の将君も何となく落ち

着かない。聞けば、サッカーをダウンロード中と言うではないか。「よし、一緒

に受験勉強、がんばろうな！」 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「いろんな人が、いろんな場面で、それぞれの

目的のために使う携帯端末。これも、高度なセキュリティシステムと高速

通信、ネットワークの整備が充分に行われているからできるようになった

ことです。 

 

先ほど骨折のため入院していた山本さんが、退院したようです。腕時計のよう

なものをつけていますね。」 

 

 

 



 

8 介護・健康管理 

 

＜総合病院の看護婦、啓子さんの決意＞ 

 

私が看護婦として勤務する病院では、熟年医療に携帯端末を利用しています。

今日、退院された山本さんも、ご高齢なのでお渡ししました。携帯、と言って

も、見た目はアクセサリーのようなもの。女性の方にはペンダント型、男性に

は腕時計型やループタイ型が好まれているようです。月一回は来院していただ

くか、こちらから往診をしますが、それ以外の時はこの携帯端末を身につけて

おいていただきます。すると、24 時間いつでもリアルタイムで、お一人お一人

の血圧と脈拍がセンター経由でこちらに送られてくるんです。何か変化があれ

ばすぐにわかるので、私達としても安心です。お薬を処方している方には、服

用時間を端末からのベルまたは振動でお知らせします。複数のお薬を飲まれる

方も多いので、時間のお知らせと同時にディスプレーにお薬の写真も表示する

ようにしています。 

この端末携帯が、最も威力を発揮するのは、異常事態の発生時。脈拍や血圧が

急に変化したときや、転倒したような衝撃があったとき、また、着用している

方が緊急ボタンを押したときには、センター直結のブザーが鳴り、すぐに駆け

つけることができます。そんなことが起こらないよう、日々、皆様の健康管理

のお役に立ちたいと思っています。 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「啓子さんの勤める総合病院は、緊急態勢が整

っているので、深夜にも病人やケガ人が担ぎこまれてきます。今度は、そ

んな現場に関わる救急隊員・剛さんの活躍ぶりを見てみましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 緊急医療 

 

＜動く医療現場、救急車の大活躍＞ 

 

救急医療の現場も、ここ数年、端末機器の発展とともに大きく変化した。先日

も、バイク事故の通報を受け、私が乗り組んでいる救急車が駆けつけると、119

番通報してくれた人が、緊急医療センターからの指示を端末で受けながら止血

の応急手当に当たってくれていた。最初の処置のよさが、その後の回復に大き

く影響するというから、ありがたい話だ。 

救急車で搬送中に、ケガ人の既往症とカルテが送信されてきた。センターは、

こちらから送るケガ人の状態データに応じて、次々と応急処置の方法を指示し

てくれる。その合間には、受け入れ態勢の整った最寄りの病院へのナビゲーシ

ョンも忘れていない。我々が指示された病院に到着すると、すでにセンターか

らの連絡が入っていたようで、救急医療チームが迎え入れてくれた。ケガ人は、

そのまま手術室へ。今日も尊い人の命が一つ救われた。高速ネットワークを利

用するからこそ可能なチームワークのお陰だと思う。 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「一刻を争う救急医療の現場では、正確なデー

タと、様々な機能を連動させるネットワークがとても大切です。緊急医療

センターと端末機器が、今ではその中心となって大きな役割を担っていま

す。 

 

最後に、大災害が起こった場合の、もっと大きなネットワークを見てみま

しょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

10 災害利用 

 

＜一人一人の力と端末が集まれば――ボランティア隆君のお手柄＞ 

 

【タイムマシン・ナビゲータ】「200X年、日本は大きな災害に見舞われまし

た。火山の噴火に伴い大地震が起こったのです。 

将君とママは被災地に住むおじいちゃん達のことが気がかりでなりません。急

いで災害センターを通し、現地のボランティアの人達に情報提供を頼みました。

「上瀬町3-4-5の私の両親の安否を、どなたか確認して頂けませんか？」その

時、丁度、3丁目のすぐ近くにいたボランティアの隆君が、センターからの問い

合わせをキャッチしました。よかった！ 将君のおじいちゃん達は無事。犬のパ

トラッシュも一緒です。隆君は携帯端末の内蔵カメラでおじいちゃん達を撮影

し、将君達に送ります。「無事だったのね。よかった！」「おじいちゃーん！ お

ばあちゃーん！ パトラッシュ!!」 

この頃、自治体の対策本部では、隆君たちのようなボランティアの携帯端末か

ら生の映像を集め、被災状況の確認に当たっていました。客観的な動画像デー

タを大量に集めることで、情報はより精度を増していきます。初動期の対策立

案は善意による大量の情報に支えられ、かなり詳細な部分まで固めることがで

きました。 

共有化された映像は、順次アップデートされ、最新情報として報道にも利用さ

れます。 

アメリカでの国際会議に出席していた政府の要人にも、被災状況は国際ロ

ーミングでリアルタイムに伝送されています。第一報は、何と災害発生の１

分後だったそうです。会議の席上のその場で、各国の首相から援助ボランテ

ィアの申し出がありました。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200X 年の日本の様子、いかがでしたか。近未来の世界にも個性あふれるい

ろいろな人たちがいて、それぞれが移動通信システムをそれぞれの目的に合わ

せて個性的に使っていましたね。また、社会全体を支えるインフラとしても移

動通信システムはしっかりと構築されていました。 

 

こんな社会ができたのも、日本が 21 世紀初頭から産官学一体となってモバイ

ル IT の研究開発に積極的に取り組んだからなのです。 

また、世界の各国との連携を図り、日本が率先して世界標準化に積極的に取り

組んだことも忘れてはなりません。 

200X 年、日本は世界最先端の IT 国家になっています。これもモバイル IT

のこれらの取り組みが大きな原動力となっているのです。 

 


